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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における当社の経営成績は、売上高につきましては、主力製品である新設住宅用建材及びリフ

ォーム用住宅建材は、少子高齢化にともない新設住宅着工戸数が減少傾向にあるなか、前期から継続する新型コロナウ

イルス感染症の影響も相まって、前年同期を上回ったものの伸びておらず、厳しい経営環境が続いております。収益に

おきましては、総費用の削減並びに生産性の改善に継続して取り組んだ成果に前期に実施した減損の効果も相まって、

前年同期を大きく上回る結果となりました。

　その結果、売上高につきましては、22億７千７百万円（前年同期は21億９千２百万円, 3.9％増）となりました。

　利益面につきましては、営業利益で４千８百万円（前年同期は営業損失９千２百万円）、経常利益で８千７百万円

（前年同期は経常損失３千３百万円）、四半期純利益は６千４百万円（前年同期は四半期純損失２千万円）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

　資産合計は、107億２千１百万円となりました。主な増加内容としては現金及び預金が１億９千万円、主な減少内容と

しては投資有価証券及び関係会社株式の評価が前事業年度末に比べ市場価格が減少したことにより合計で１億５千２百

万円であり、全体では前事業年度末に比べて８千万円増加いたしました。

　負債合計は、23億８千９百万円となりました。主な増加内容としては流動負債のその他に含まれる未払費用が１億６

千６百万円、主な減少内容としては固定負債のその他に含まれる繰延税金負債が２千６百万円であり、全体では前事業

年度末に比べて１億３千２百万円増加いたしました。

　純資産合計は、83億３千１百万円となりました。主な増加内容としては利益剰余金が５千４百万円、主な減少内容と

してはその他有価証券評価差額金が１億５百万円であり、全体では前事業年度末に比べて５千１百万円減少いたしまし

た。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第1四半期における売上高及び各収益は、2021年５月12日発表の2021年３月期決算短信に記載しました2022年３月期

の業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,346,578 1,537,565

受取手形及び売掛金 1,022,917 1,160,847

電子記録債権 2,129,967 1,991,300

商品及び製品 129,295 139,102

仕掛品 10,599 10,290

原材料及び貯蔵品 528,907 498,307

その他 139,213 196,886

貸倒引当金 △2,679 △2,679

流動資産合計 5,304,800 5,531,620

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 809,052 791,689

土地 1,465,142 1,465,142

その他（純額） 61,716 81,339

有形固定資産合計 2,335,910 2,338,171

無形固定資産 9,093 9,044

投資その他の資産

投資有価証券 1,574,107 1,474,017

関係会社株式 1,302,302 1,249,914

その他 117,899 122,156

貸倒引当金 △3,773 △3,773

投資その他の資産合計 2,990,537 2,842,315

固定資産合計 5,335,542 5,189,530

資産合計 10,640,342 10,721,150

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,126,659 1,135,119

未払法人税等 14,567 14,669

賞与引当金 154,800 95,724

役員賞与引当金 - 3,778

製品保証引当金 8,056 7,898

その他 266,019 475,118

流動負債合計 1,570,102 1,732,308

固定負債

退職給付引当金 179,034 178,399

その他 508,017 478,682

固定負債合計 687,051 657,081

負債合計 2,257,154 2,389,390
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,160,418 2,160,418

資本剰余金 2,584,575 2,584,575

利益剰余金 2,799,829 2,854,221

自己株式 △399,188 △399,188

株主資本合計 7,145,634 7,200,026

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,186,439 1,080,619

土地再評価差額金 51,113 51,113

評価・換算差額等合計 1,237,553 1,131,733

純資産合計 8,383,188 8,331,760

負債純資産合計 10,640,342 10,721,150
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 2,192,891 2,277,821

売上原価 1,855,739 1,818,141

売上総利益 337,151 459,679

販売費及び一般管理費 429,967 411,467

営業利益又は営業損失（△） △92,815 48,212

営業外収益

受取利息 16 8

受取配当金 32,865 31,713

仕入割引 2,057 1,292

助成金収入 23,884 6,194

その他 882 810

営業外収益合計 59,706 40,020

営業外費用

売上割引 295 221

その他 248 91

営業外費用合計 544 312

経常利益又は経常損失（△） △33,653 87,920

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △33,653 87,920

法人税、住民税及び事業税 4,660 3,400

法人税等調整額 △18,178 19,823

法人税等合計 △13,518 23,223

四半期純利益又は四半期純損失（△） △20,135 64,696
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従来、販売費

及び一般管理費に計上しておりました販売手数料等の顧客に支払われる対価の一部について、取引価格から減額す

る方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高並びに販売費及び一般管理費はそれぞれ1千万円減少し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありませ

ん。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により

組替えを行っておりません。

　


